
昔
、
鹿
屋
で
起
き
た
出
来
事
に
ク
ロ
ー
ズ
ア
ッ
プ
！

写真で見る「かのや」の今・昔

現在の鹿屋中央公園の小動物園がある辺りには、かつて「展望園」

がありました。左の写真は、展望園から北田・打馬方面を望んだもの。

高い建物はありませんが、当時から建物が密集していたことがわかり

ます。写真に見える縦の通りは、現在の大手町（右）と西大手町（左）

です。北田交差点は、当時は十字路ではなく、Ｔ字路でした。

小動物園付近（旧展望園）から見た中心市街地

昭和初期

甑こ
し
き
し
ま

島
か
ら
串
良
へ
の
移
住

文

小動物園●
（旧展望園）

68

504

●リナシティ
　かのや

269

269

鹿屋小学校

　

串
良
町
有
里
の
富と
み
が
お

ヶ
尾
中
央
公
民
館

広
場
に
た
た
ず
む「
富
ヶ
尾
移
住
記
念

碑
」。
こ
れ
は
、
今
か
ら
２
３
５
年
前

の
天
明
４
年（
１
７
８
４
年
）
に
、
甑

島
郷
手て

う
ち打
村
か
ら
郷
士
48
家
が
富
ヶ
尾

に
移
住
し
た
こ
と
を
記
念
し
て
建
て
ら

れ
た
も
の
で
す
。

　

当
時
の
薩さ

つ
ま
は
ん

摩
藩
、中
で
も
甑
島
で
は
、

度
重
な
る
飢き

き
ん饉
で
厳
し
い
生
活
が
強
い

ら
れ
て
い
ま
し
た
。
貧
窮
に
あ
え
い
だ

甑
島
の
郷
士
ら
は
、
生
死
を
か
け
藩
に

移
住
を
嘆
願
。
人
口
過
疎
で
あ
る
大
隅

半
島
へ
の
移
住
政
策
を
採
用
し
て
い
た

藩
は
、
甑
島
郷
手
打
村
か
ら
串
良
へ
の

移
住
願
い
を
受
け
入
れ
ま
す
。

　

こ
の
移
住
を
指
揮
し
た
の
が
、
郷
士

年と
し
よ
り寄
の
春
山
八
兵
衛
で
す
。
春
山
は
移

住
実
現
の
た
め
、
藩
に
甑
島
の
窮
状
を

訴
え
ま
し
た
。
春
山
は
串
良
郷
へ
派
遣

さ
れ
る
と
、
地じ

か
た方
検け
ん
し
ゃ者
と
呼
ば
れ
る
役

人
の
立
ち
会
い
の
も
と
、
移
住
先
の
選

定
に
あ
た
り
ま
す
。
移
住
先
は
、
近
く

に
大
塚
山
が
あ
り
、
手
打
に
似
た
環
境

だ
っ
た
富
ヶ
尾
に
決
定
さ
れ
ま
し
た
。

　

同
年
３
月
中
旬
に
甑
島
を
出
航
し
た

移
住
者
た
ち
は
、
手
こ
ぎ
船
で
吹
上
浜

に
上
陸
し
、
幾
日
も
歩
き
、
３
月
26
日

に
串
良
に
到
着
。
串
良
郷
岡
崎
村
の
郷

士
た
ち
が
紋
付
袴
姿
で
丁
重
に
温
か
く

迎
え
た
と
い
う
話
が
残
っ
て
い
ま
す
。

　

そ
の
後
、
移
住
者
た
ち
は
、
力
を
合

わ
せ
原
野
だ
っ
た
富
ヶ
尾
の
地
を
開

墾
。
串
良
郷
士
と
な
り
定
住
を
果
た
し

た
の
で
す
。

　

移
住
か
ら
２
３
５
年
が
経
っ
た
今
で

も
、
富
ヶ
尾
と
手
打
と
の
間
で
は
、
住

民
同
士
が
お
互
い
に
往
来
す
る
な
ど
、

子
孫
に
よ
る
交
流
が
続
い
て
い
ま
す
。

●●手打手打

富ヶ尾では毎年３月に移住
記念祭を行い、祖先の苦労
や遺徳を伝え継いでいる。
今年は24日（日）に開催。

郷士は串良へ、郷士は串良へ、
農民は出水へと農民は出水へと
移住した。移住した。

下甑島下甑島

上甑島上甑島

中甑島中甑島

昭昭

昔
今
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